




































































































































































































別記様式第６号（第４条関係） 

政務活動費（県外・海外）調査研究報告書 
              

                                          会 派 名   県民クラブ      

 

日  程 2024 年 10 月 31 日（木）10:00～16:30 

場  所 
東京都新宿区西新宿 7 丁目 21-3 
リファレンス西新宿大京ビル貸会議室 

相 手 方 
関東学院大学法学部地域創生学科 
准教授 牧瀬 稔 氏 

参加議員 

氏  名 

福崎智幸 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的・内容 

 ・成果等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（目的） 
人口減少時代における地方自治体としての戦略及び共存する方策に

ついての勉強を目的とする。 

（内容） 
◇人口減少に勝ち抜く戦略(10:00～) 
日本は深刻な人口減少に直面し、2060 年には 8674 万人まで激減す

る見込みだ。2015 年の「地方創生元年」も期待された成果を上げられ

ずにいる。自然増による人口維持には限界があり、合計特殊出生率

1.20 では 1 世代で人口が半減する計算となる。外国人労働者も日本の

低賃金により期待できない。 
そこで重要なのが社会増、すなわち転入促進と転出抑制である。戸

田市や明石市などの成功事例では、住民基本台帳をデータベース化

し、転入元地域を分析した的確なターゲティングを行っている。漠然

とした「子育て世代」ではなく、0 歳児の親といった具体的なセグメ

ント設定が鍵となる。現在多くの自治体がシティプロモーションに取

り組んでいるが、ブランド構築なしのセールス活動に終始している。

真の地方創生には他自治体との差別化と革新的な取り組み、すなわち

イノベーションが不可欠である。 
◇人口減少と共存する方策(14:00～) 
地方創生は「競争」から「共創」の時代へ移行している。境港市

「水木しげるロード」は行政・事業者・住民の協働により「妖怪」と

いう一点突破で成功を収め、経済効果を 120 億円から 436 億円に拡大

させた。向日市「激辛商店街」や相模原市「レトロ自販機」など、「あ

るものさがし」による独自性創出が重要だが、単純な模倣では成功し

ない。 



 

 

 

 

 

 

 

目的・内容 

・成果等 

 

現在のキーワードは「シビックプライド」と「公民連携」である。

シビックプライドとは生まれ育った場所に関係なく、当事者意識に基

づく地域への誇りと愛着を指す。戸田市「toco ぷり」や相模原市「み

んなのシビックプライド条例」など市民参加型の取り組みが広がり、

定住・交流人口に加え「関係人口」という新概念も注目されている。 
自治体は事務量増加と職員減少に直面し、民間との共創によるイノベ

ーション創出が不可欠となった。美郷町と麻布大学のジビエ調査セン

ターや戸田市とベネッセの教育連携など、単なる業務委託を超えた価

値創造型の協働が展開されている。 

（成果） 
「ターゲットを絞る重要性」を活かし、共働き子育て世代など具体的

セグメントに特化した大分県版子育て支援条例の検討が必要ではない

かと感じました。 
また、相模原市の「シビックプライド条例」を参考に、県民が当事者

意識を持って地域づくりに参画できる制度設計の検討などに取り組ん

でいくこと。特に県内の小中学生向け「おおいたプライド授業」の導入

や、県民参加型イベントの条例化を検討・推進していくことも必要であ

ると感じました。 
戸田市×ベネッセのような産学官連携を大分県でも実現するため、立

命館 APU や大分大学との連携促進を図っていくこと。また、県内企業

との共創を促進する「おおいた共創指針」等の策定を会派内でも議論し

ていきたいです。 
境港市の妖怪ロード成功事例を参考に、大分の温泉、別府の地獄めぐ

り、臼杵の石仏などの既存資源を「一点突破」で差別化する戦略を関係

部署へ提言していきます。 
また、自治体の「営業」マインド転換も必要であり、県職員の意識改

革の更なる推進、シティプロモーションを専門に取り組む部署設置など

機構改革も県政へ求めていきたいです。 
これらの取り組みにより、従来の「競争の地方創生」から「共創の地

方創生」への転換を大分県で具現化し、持続可能な地域発展モデルを構

築することが重要であり、今後、機会あるごとに提言・提案を行ってい

きます。 

※ 海外の場合、行程表、詳細報告等を添付すること。 

※ 調査研究、要請陳情活動等を行った場合に作成し、添付すること。                                                                               

































別記様式第６号（第４条関係） 

政務活動費（県外・海外）調査研究報告書 
              

                                          会 派 名   県民クラブ      

 

日  程 2024 年 11 月 8 日（木）9 時～14 時 

場  所 
鹿児島県立鹿児島水産高等学校 

相 手 方 
鹿児島県立鹿児島水産高等学校校長 福島 聡 
    〃         教頭 二宮充久 

参加議員 

氏  名 

福崎智幸 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的・内容 

 ・成果等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（目的） 
大分県立海洋科学高等学校は、県内唯一の水産・海洋系高校とし

て、船舶運航や水産資源管理、食品加工などの専門教育を提供してい

るが、少子化に伴う生徒数の減少により、各学年 1 クラスのみの編成

となっています。 
海洋科学高校の課題として、少子化の影響で入学者数が継続的に減

少、実習船や実習施設の維持費が高額で香川県との共同運航、専門知

識を持つ教員の確保困難、漁業従事者減少により従来の就職先が限定

的などがあります。 
他県における水産業界の人材育成・確保の取り組みについて調査を

行うことを目的とした。 

（内容） 
鹿児島県立鹿児島水産高等学校は、鹿児島県枕崎市板敷南町にある

公立の水産高等学校で、1910 年に鹿児島県立商船水産学校として開校

し、1961 年に現在の校名に改称された歴史ある学校である。 
県内唯一の水産・海洋系高校として、実習船教育をはじめ特色ある

教育活動を展開している。学科としては海洋科、食品工学科、情報通

信科があり、海洋科は 3 つのコースがあり、卒業後上級資格を希望す

る人のために二年生の専攻科がある。情報通信科も上級資格を求める

人のために二年生の専攻科が設置されている。 
教育の特色として、実習船「薩摩青雲丸」を活用した実習航海や、

食品工学科では商品開発なども行っている。食品工学科の DX 化が進

んでいるなど、時代に対応した教育も実施されている。 
入学志願者の状況については、水産・海洋分野への関心の高まり

や、専門的な技術習得を目指す生徒、就職に有利な資格取得を希望す



 

 

 

 

 

 

 

目的・内容 

・成果等 

 

 

 

る生徒などから注目を集めている。また、寮も完備しており、県内外

から生徒を受け入れる体制も整っている。 

（成果） 
鹿児島水産高等学校のように「専門学科の多様化」と「上級資格取得

を視野に入れた専攻科の設置」は、海洋科や情報通信科のように、基礎

から専門、さらに上級資格取得まで段階的に学べる仕組みを整えること

になり、生徒の学びの継続性と専門性が高まるものと思います。 
また、実習船を活用した航海実習や食品工学科での実践的な商品開発

など、現場体験や産業直結の教育内容を強化することで地域産業と連携

した人材育成が進むことも期待できます。 
さらに、食品工学科での DX 対応など、時代の変化に即した最新技術

の導入も大分県の教育現場で積極的に取り入れるべきであり、これによ

り、水産業の新たな可能性を生徒に示せると思います。 
寮や県外生徒の受け入れ体制の充実を図ることで、県内外から多様な

人材を呼び込むことにも繋がり、生徒数の安定確保や地域活性化にも寄

与することができると思います。 
そのためにも、広報や学校説明会で専門的かつ実践的な教育内容を積

極的に発信すること、特に小学生などの幼少世代へのアプローチが重要

であり、進路希望者の獲得や地域の水産業の未来を担う人材育成への促

進につながると思います。 
今回の調査をもとに、関係部局へ提言していきたいと思います。 

※ 海外の場合、行程表、詳細報告等を添付すること。 

※ 調査研究、要請陳情活動等を行った場合に作成し、添付すること。                                                                               

                                                    




























































































































